
て
焦
慮
が
國
覗
存
和
鏡
の
優
秀
品
を
網
羅
せ
る
に
近
く
編
者
の
勢

を
多
－
こ
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
た
“
此
の
績
編
も
慣
黒
豆
に
し
て
研
究

春
の
購
求
に
便
な
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
憾
ミ
す
（
同
所
肇
實
特
償

五
五
、
○
○
）
〔
以
上
梅
原
〕

雑

敵轟び
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西
比
利
亜
の
全
然
地
理
的
霜
降
、
こ
土
地
所
有
者
ミ
の
關
係
を
記

蓮
し
た
る
も
の
に
て
劇
戦
此
の
種
の
研
究
極
め
て
乏
し
く
殊
に
最

近
入
口
過
剰
に
苦
し
め
る
本
邦
に
於
て
酉
比
利
亜
開
登
の
急
務
の

晴｝

i
川
せ
♂
り
る
、
折
紺
椚
顔
る
蝋
へ
味
・
あ
る
研
撫
先
ε
云
ふ
。
へ
し
加
ふ
る
に

鮮
明
な
る
地
引
二
葉
を
添
へ
て
土
地
所
有
捌
の
分
廊
を
明
に
せ
り
’

但
惜
む
ら
く
は
今
一
息
「
こ
云
ふ
所
に
て
研
究
の
や
・
皮
枳
的
な
る

嫌
あ
り
今
其
の
要
錨
を
紹
介
せ
ん
に
西
比
利
亜
は
北
緯
六
十
四
度

以
北
は
全
然
農
耕
に
適
せ
す
西
部
西
智
利
亜
の
廣
大
な
る
低
地
は

北
部
南
部
に
分
る
北
部
は
軟
き
鉛
砂
よ
り
成
る
沼
澤
性
森
林
に
て

・
南
部
…
は
黒
土
よ
り
成
る
森
U
林
…
性
ス
テ
ッ
プ
な
り
此
の
里
…
土
地
は
緋
胴

地
顔
る
幸
く
露
酉
距
新
鷺
移
民
の
最
も
纏
り
て
在
往
す
る
地
方
な

　
　
　
藺
巾
六
巻
　
　
　
紐
…
　
　
　
介
．

O
其
の
南
は
阿
仁
泰
薩
楊
爾
山
地
に
て
僅
に
露
人
縫
鞄
人
の
農
牧

を
管
む
を
　
兄
る
蓋
し
黒
土
地
方
を
占
む
る
ト
ム
ス
ク
、
ト
ボ
ル
ス

ク
爾
省
は
其
の
地
形
曇
る
露
人
の
郷
國
に
類
す
る
を
以
て
露
人
雫

ひ
て
移
佳
し
既
墾
地
已
に
少
か
ら
ず
黒
土
地
の
北
は
森
林
沼
澤
に

し
て
移
住
地
は
僅
に
河
畔
に
存
す
南
は
蕊
凍
た
る
キ
ル
ギ
ス
ス
テ

ッ
プ
に
て
僅
に
所
々
水
噂
に
移
住
地
の
聡
在
す
る
を
見
る
キ
ル
ギ

ス
ス
テ
ッ
プ
・
こ
黒
土
地
－
こ
の
聞
に
符
雲
量
所
有
地
あ
り
オ
レ
ン
ブ

ル
グ
省
よ
り
響
歌
を
な
し
て
イ
ル
チ
ツ
シ
ユ
河
隙
に
至
り
夏
に
此

の
河
に
港
ひ
て
中
央
蔚
細
亜
の
山
麓
に
至
る
潜
れ
窺
書
利
亜
農
民

を
キ
ル
ギ
ス
瀧
牧
人
の
侵
入
に
遷
し
て
保
護
せ
ん
が
爲
な
り
キ
ル

ギ
ス
ス
テ
ッ
プ
は
禰
色
土
よ
り
成
る
草
原
に
し
て
其
の
北
部
は
氣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

候
穂
良
好
農
牧
行
は
れ
特
に
丁
抹
流
の
バ
タ
ー
製
造
の
盛
な
る
所

・
こ
し
て
知
ら
れ
南
部
は
漸
く
赤
土
の
荒
野
ε
な
り
只
キ
ル
ギ
ス
入

の
遊
牧
す
る
を
見
る
黒
土
地
の
北
界
に
は
農
業
に
適
す
る
國
有
地

あ
り
オ
ス
チ
ヤ
ク
、
サ
モ
エ
ー
ド
溺
族
猟
漁
瞳
域
の
北
方
も
北
緯

六
十
一
度
ま
で
は
農
業
に
適
す
る
も
林
察
排
水
至
難
な
り
中
部
酉

比
利
亜
即
ち
エ
ニ
セ
イ
、
バ
イ
カ
ル
，
レ
ナ
の
閲
は
高
原
由
地
に
し

て
氣
候
不
良
、
鉛
砂
地
多
く
農
耕
適
地
乏
し
く
移
住
地
は
西
畑
利

亜
鐡
道
に
滑
へ
る
黒
土
地
を
占
む
束
部
西
比
利
亜
即
ち
ト
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
第
㎜
隅
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一
五
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n
四
五
）



　
　
　
第
六
谷
　
　
嚢
　
　
　
報

バ
イ
カ
ル
ア
ム
ル
沿
海
州
等
に
於
て
は
西
部
の
如
く
自
然
的
匿
劃

に
よ
り
て
之
を
分
つ
こ
ミ
困
．
難
な
り
ト
ラ
ン
ス
バ
イ
カ
ル
州
に
て

は
鉛
砂
黒
土
地
息
交
錯
し
蒙
古
の
ス
テ
ッ
プ
よ
り
漸
次
森
林
に
移

化
し
機
業
よ
り
は
牧
畜
盛
に
し
て
寄
薩
克
、
デ
リ
ヤ
ー
ト
及
・
び
三

下
會
肚
所
有
地
等
に
比
し
て
移
住
地
少
し
ア
ム
ル
沿
海
地
方
は
．
露

西
盗
，
こ
経
濟
事
構
を
異
に
し
且
つ
距
離
隔
絶
せ
る
も
移
佐
地
多
し

其
の
北
牛
は
鉛
砂
の
沼
澤
牲
森
林
、
南
牟
は
楢
及
び
釘
葉
棚
林
に
．

て
移
住
地
は
黒
龍
江
及
び
醤
比
利
亜
鐵
道
に
沿
ひ
て
存
す
黒
龍
江

の
中
流
に
沿
ひ
て
イ
ル
チ
ツ
シ
ユ
河
畔
に
於
け
る
ε
同
原
因
に
て

嵜
薩
克
部
落
あ
り
烏
蘇
里
河
畔
に
て
は
露
西
亜
人
移
佳
地
は
南
方

に
多
く
太
李
洋
崇
に
て
は
僅
に
小
河
流
の
河
口
に
顯
在
す
る
の
み

云
々
著
者
は
其
の
結
論
に
因
て
．
露
人
の
西
諺
利
亜
拓
殖
が
巳
に
行

詰
り
に
あ
る
を
評
し
て
臼
く
「
幽
き
河
床
中
に
暴
河
の
腕
々
た
る

を
兄
る
然
も
創
作
力
の
鋏
乏
は
既
の
古
き
河
床
中
よ
り
水
流
を
導

く
能
は
す
原
始
的
の
土
地
利
適
法
は
交
通
の
不
良
、
地
域
の
貰
漠

た
る
に
由
て
已
に
困
難
な
る
問
題
に
到
坐
せ
り
今
後
五
十
年
を
出

で
す
し
て
其
の
既
墾
地
は
利
盆
な
き
に
至
ら
ん
薄
れ
「
こ
も
西
薄
利

甑
に
は
爾
廣
κ
な
る
可
耕
地
あ
り
之
を
開
く
に
は
束
断
の
原
始
経

御
事
携
に
慣
れ
た
る
古
き
カ
に
代
ふ
る
に
新
鮮
な
る
カ
を
立
て
せ
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山
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ざ
る
べ
か
ら
す
交
通
網
の
作
製
は
特
に
璽
要
な
り
西
比
利
亜
の
回

付
的
養
達
に
易
し
て
エ
ニ
セ
イ
河
の
重
要
な
る
こ
ミ
は
特
に
東
部

西
漁
利
亜
が
政
治
上
孤
立
す
る
揚
蓋
に
於
て
看
過
す
る
能
は
す
近

世
の
工
手
は
恐
ら
く
は
近
く
之
を
利
用
し
て
カ
ラ
海
（
酉
金
利
亜

の
西
北
の
海
）
を
し
て
各
國
商
儲
の
寄
泊
す
る
前
壷
海
た
ら
し
む

る
な
ら
ん
し
一
こ
　
〔
下
田
〕

景

雲幸

　
　
　
　
⑳
一
一
一
國
遺
事
完
本
の
刊
行

　
三
國
韻
事
は
高
麗
の
元
宗
王
代
即
ち
我
が
島
式
天
皇
の
文
永
の

頃
に
普
畳
國
穣
｝
然
の
配
せ
し
者
に
し
て
其
害
泥
巻
主
ε
し
て
三

國
変
記
に
漏
れ
た
る
高
麗
百
濟
新
羅
の
遣
事
を
寵
し
王
氏
高
麗
時

代
の
事
に
及
べ
⇔
特
に
佛
教
に
聾
す
る
記
事
豊
富
に
し
て
海
東
高

俗
傳
の
如
き
朝
鮮
の
古
佛
平
門
が
僅
か
剛
分
断
の
み
し
か
嬉
ら
ざ

る
今
日
に
嘗
て
は
此
の
方
面
の
研
究
鶴
取
り
て
頗
る
貴
重
な
る
史

・
籍
な
る
の
み
な
ら
す
檀
訟
に
關
す
る
偉
説
を
記
し
駕
洛
國
記
を
牧


